
日本教育工学会研究報告集 JSET08-4 pp.155~160

学校広報を前提としたウェブサイト導入プログラム
Developing Training Program for School Website Implementation

based on School Public Relations

豊福 晋平
Shimpei Toyofuku

国際大学グローバル・コミュニケーション・センター
Center for Global Communications, International University of Japan

＜あらまし＞ 学校ウェブサイトの導入・構築を扱うプログラム(研修)では，もっぱら運用

の技術側面が強調される一方で，組織的意義や効果あるいは運用体制については扱いが十分

でないという課題がある．本研究では，CMS (Content Management System) 導入に伴う学

校ウェブサイト再構築に際して，学校広報理論に則ったプログラムを開発し，学校管理職お

よびウェブサイト運用責任者を対象とした研修案を作成した．
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1. 開発の背景

学校ウェブサイトは，1994 年頃実験的に設

置されて以来，しばらくは情報教育のインタ

ーネット利用ショーケースとしての意味合い

が強かったが，近年は急速に学校からの情報

提供手段としての重要性が増している．

特に，平成 19 年 6 月の学校教育法改正に

より，第 42 条に学校評価，第 43 条に学校教

育活動・学校運営の情報提供に関する規定が

加わったことで，ウェブサイトによる学校情

報提供は，学校経営と学校評価に関わる課題

として位置づけられるに至った．

1.1. 学校からの情報提供と学校広報

当該の学校教育法改正で述べられた「学校

からの情報提供」は，学校評価との兼ね合い

から本来の趣旨を勘案すると，より包括的な

学校広報(School Public Relations)を当ては

めるのが妥当であろう．

学校広報とは，米国で 1938 年頃提唱され

た概念であり，「学校とステークホルダとの間

で十分理解し合い，友好的な協力関係を築く

ために行う活動」と定義される，説得・対話

を目的とした計画的体系的プロセスである

(豊福 2008a)．

学校広報がターゲットとする情報とは，児

童生徒個人情報以外の「公的組織情報」全般

をしめすものであるから，当然組織的運用が

前提であり，扱う内容もより総合的になるこ

とが予想される．これに応じて，学校ウェブ

サイトの運営管理もまた体系的で持続可能な

モデルが求められる．

1.2. ウェブサイト運用研修の課題

しかし，このような学校広報のとらえ方か

ら考えると，現状の学校ウェブサイト運用研

修には大きな問題がいくつか存在する．すな

わち，

1) 学校ウェブサイト関連研修の多くは，もっ

ぱら HTML 等ページ作成技能のみを扱って

おり，サイト管理や更新体制に関わる事項が

ほとんど含まれない．

2) 学校ウェブサイトの運用目的，メリット，

組織内での位置づけが明確に解説されないた

め，学校側の内発的な動機付けにつながりに

くい．

3) 研修におけるウェブサイト管理のとらえ

が，もっぱら担当者単独の技術的課題に留ま

っているため，結果的に作業的精神的な負担

が担当者のみに集中しやすい．

4) ウェブサイトとしての運用実績がほとん

どないのにも関わらず，著作権，情報モラル，

アクセシビリティなど，比較的高度な課題が

ピンポイントで扱われているため，担当者の
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理解や意欲付けを難しくしている．

これらの課題を解決するために，学校広報

の理論を前提とした学校ウェブサイト導入研

修プログラムを別途開発することが望ましい

と判断した．

2. 学校広報を前提とした

導入研修プログラムの開発

本研究は，世田谷区教育委員会における地

域教育情報基盤構築の一環として位置づけら

れる．地域教育情報基盤は世田谷区教育ビジ

ョン(世田谷区教育委員会 2005,2008a)，世田

谷区教育の情報化推進計画(世田谷区教育委

員会 2008b)に則っており，地域教育実現の

ためのプラットフォームを志向している．

世田谷区では地域教育情報基盤構築のた

め，先にハイブリッド型 CMS の開発(豊福ほ

か 2008)，学校ウェブサイトの利用者意識調

査(豊福 2008b)等を整備してきた．平成 20 年

度は新たな導入校 31 校(平成 19 年度は 9 校)

に対応するため，集合研修用ウェブサイト導

入プログラムの開発を行った．

本研究で開発する導入研修プログラムの

条件とは，区で開発した CMS 運用を前提と

すること，地域教育情報基盤の重要テーマで

もある学校広報の理解を図ることである．以

下，プログラム開発上の重要なコンセプトや

モデルについて述べる．

2.1. CMS 環境と導入研修における効果

CMS 環境適用によるウェブサイト運用の

効果としては，表 1 右端に示すような 5 点が

あげられる．すなわち，

1) サイト管理の自動化：サイト管理の様々な

作業項目が CMS のサービスとしてパッケー

ジ化されているので，担当者が手動操作管理

すべき項目がほとんど存在しない．

2) デザイン・レイアウトの分離：ページ要素

のうち，デザイン・レイアウトと記事情報と

が分けて管理されるので，普段は面倒なデザ

インやレイアウトを気にする必要がない．ま

た用途に応じたレイアウト切り替えが簡単で

ある．

3) 記事投稿の簡便性：前項に関連して，記事

に必要な文章や写真のみを用意して，ウェブ

画面のフォームに記入するだけで投稿が完了

する．

4) チームワークを前提とした管理：大半の

CMSは複数のログイン ID管理機能を備えて

おり，細かく編集権限や決裁権限を指定する

ことができる．このため，運用担当者以外の

複数の教職員・児童生徒・保護者等がウェブ

サイトの編集に参加することが可能である．

5) 迅速な電子決裁：従来は情報更新事項の承

認決裁を手動や FAX 等の方法に頼ったため，

ウェブサイトの機動力を十分に活かせなかっ

たが，システムに決裁機能が含まれれば決裁

作業は短時間で終えることができる．

これらの効果が最も現れるのは，表中段の

網掛け部分である．この領域は比較的スキル

を要求する作業であるが，通常の記事投稿作

業から分離されれば一般投稿者の負担は大幅

に軽減される．

これに伴い，導入研修でも「CMS 基盤管

理」に相当する高度な知識スキルに触れず，

表 1 CMS による業務負担の軽減

従来型 CMS 業務単位 具体的内容 スキル CMSの効果

サイト管理
サーバ運用・死活管理・ログ管理等

各種モジュール設定調整
難

ファイル・データ管理
サイト内のファイル配置・関連づけ

（リンク）・データ管理等
難

デザイン・レイアウト ページレイアウト・デザイン 難

ナビゲーション・イン

ターフェース

サイト内リンク・階層表示等のインタ

フェース
中

アップロード 内容投稿のためのファイル操作 中

コンテンツ作成 内容作成・編集 易

取材・素材準備 投稿情報のための素材準備 易

連絡調整 編集のための各所との連絡調整 易

決裁承認 内容投稿のための決裁手続きと時間 - 電子決裁

研修・引き継ぎ サイト運用・維持管理に必要な研修 -

技術スキル習得 要求される技術スキルの習得コスト -

チームワーク

を前提

習得知識技能の

軽減

記事投稿の

簡便性

デザイン・レイ

アウトの分離

サイト管理の

自動化

研修

基盤

管理

基盤

管理

内容

編集

内容

編集

決裁承認
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一般投稿者レベルからスタートすることで習

得事項を軽減し，その分の時間を組織的意義

や運用体制の検討に振り向けることができる．

2.2. 学校広報理論の適用

我が国における学校広報理論の研究はは

じまったばかりであり(豊福 2008a)，すべて

の領域をカバーする知見が十分揃っていると

はいえないが，これまでの学校ウェブサイト

運営に関する概念を適用することで学校側の

動機付けを高める構成とした．このなかで特

に重要な概念は次の通りである．

1) 学校広報の定義(前述)

2) 学校広報が産む社会関係資本(豊福 2007)

3) 学校ステークホルダ(豊福 2006)

4) マスメディア宣伝と学校広報との違い

5) 情報開示ループモデル(豊福 2005)

2.3. 学校広報の目的段階

学校広報に対する各学校の課題意識は

様々であり，初期段階では目的も現状認識も

十分整理されていないことが考えられる．ま

た，到達点設定は高ければ良いというもので

はなく，過度の負担によって持続的な活動が

妨げられる恐れもある．

そこで非常に学校・ステークホルダ間の連

携構築段階(豊福 2008a)を元に，学校広報の

目的段階を想定し，これをモデルとして表 2

に表した．この表の意図するところは，なに

も学校広報を行わない状況ではステークホル

ダとの間に不信や対立を生じやすいこと，相

互の信頼関係構築のために日常的広報が必要

とされること，さらに，学校関係者評価を含

めた学校改善に参画してもらうには日常的広

報に加えて説得的な情報提示が必要とされる

ことの 3 点である．

世田谷区の地域教育情報基盤はⅢの協働

段階を志向するものだが，まずⅡの信頼構築

を基礎として実現すべきことが理解できる．

2.4. 学校ウェブサイトの成長段階

前項の学校広報目的段階(Ⅱ・Ⅲ)にあわせ，

学校ウェブサイト構築についても同様の段階

モデルを表 3 のように設定した．学校広報目

的のⅡが，学校ウェブサイト構築段階の 2 に

該当する．基本的に，段階 3～4 は段階 2 の

蓄積がなければ始められない．

世田谷版 CMS 運用では，ブログ記事の蓄

積と将来的な分類・編集を目標としているが，

まずは投稿記事の蓄積を十分に行ってから，

発展的な課題を検討するよう促している．

表 3 学校ウェブサイトの成長段階

段階 段階条件 重要事項

4/Ⅲ
協働関係と学校改善

が機能する
双方向性

関係者評価連携

3
学校の個性や

魅力が表現された
蓄積と編集

2/Ⅱ
繰り返し閲覧される
信頼と安心を産む

ブログ更新
管理職関与

1
基本事項が
網羅された

学校要覧

2.5. 承認決裁のバックアップ体制

著作権や個人情報保護等の課題は，研修内

容として扱う事が難しいうえに，実際に運用

場面で個別の判断に困る事が多い．

これらは事前研修を行うよりは，校長の承

認決裁をバックアップする体制を備えておき，

問題が生じた場合は問い合わせやフィードバ

ックを行うような仕掛けの方がより現実的と

いえる．

世田谷区の CMS では，教育センタのヘル

広報段階 なし Ⅰ宣伝 Ⅱ信頼 Ⅲ協働

目 的
学校選択制

学生獲得

保護者・地域

関係構築

学校評価と

学校経営改善

戦略的広報

説得的情報提示

消極的

情報開示
宣伝広告

最も有効な

情報源
日常的広報

日常的広報

説得的情報

ステークホルダ

との関係
相互信頼 建設的協働

マスメディアや噂

不信・対立・無関心

方 法
日常的広報

地味でベタな情報

表 2 学校広報の目的段階と方法
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プデスク担当者が更新状況を把握しており，

問題が生じた場合のみ対応を行っている．

3. 導入研修プログラムの特徴

これまでに述べたコンセプト・モデルをベ

ースとした

特徴をもつ

3.1. 学校管理職

学校ウェブサイト構築に関する学校広報

は学校経営課題の

世田谷区における導入研修では学校管理職と

運用担当者双方の出席が義務づけられている．

校長は情報更新の最終決裁者であり，本来

学校広報の方針や主張を統括する立場にある

ということ，さらに，技術的要素が軽減され

たことから，学校管理職が率先して広報活動

を牽引することを想定している．

3.2. 既存ウェブサイトのチェック

先述した表

に基づき，

向を分析するため，合計

ェック

チェックは①更新実績

営情報

項目

理の

として見落としやすい項目もほぼ網

形となっている．

3.3. サイトテンプレートの提供

学校ウェブサイトは比較的構成要素が多

いため，個別ページ作成ばかりに気をとられ

ると，サイト構成や内容バランスを置き去り

随時更新

情報
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プデスク担当者が更新状況を把握しており，

問題が生じた場合のみ対応を行っている．

導入研修プログラムの特徴

これまでに述べたコンセプト・モデルをベ

ースとしたプログラムとして

をもつ．

学校管理職+

学校ウェブサイト構築に関する学校広報

は学校経営課題の

世田谷区における導入研修では学校管理職と

運用担当者双方の出席が義務づけられている．

校長は情報更新の最終決裁者であり，本来

学校広報の方針や主張を統括する立場にある

ということ，さらに，技術的要素が軽減され

たことから，学校管理職が率先して広報活動

を牽引することを想定している．

既存ウェブサイトのチェック

先述した表 3 の学校ウェブサイト成長段階

に基づき，既存ウェブサイトの内容と運用傾

向を分析するため，合計

ェックツール(表

チェックは①更新実績

営情報 ④蓄積情報

⑦情報デザイン

理の 9 カテゴリから構成されており，学校側

として見落としやすい項目もほぼ網

形となっている．

サイトテンプレートの提供

学校ウェブサイトは比較的構成要素が多

いため，個別ページ作成ばかりに気をとられ

ると，サイト構成や内容バランスを置き去り

随時更新

情報

（頻度）鮮度が重要な情報は、まめに更新されている

か

（量）利用者が必要とする情報量を十分提供している

か

（質）情報の品質は学校を表す上では妥当か

（多面性・不偏性）複数の立場・視点から学校の日常

が多面的に記述されているか、記述に偏りはないか
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の学校ウェブサイト成長段階

既存ウェブサイトの内容と運用傾

向を分析するため，合計 73

表 4)が付属する．

チェックは①更新実績 ②基本情報

④蓄積情報 ⑤随時更新情報

⑦情報デザイン ⑧総合評価

カテゴリから構成されており，学校側

として見落としやすい項目もほぼ網

形となっている．

サイトテンプレートの提供

学校ウェブサイトは比較的構成要素が多
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表 4

（頻度）鮮度が重要な情報は、まめに更新されている

（量）利用者が必要とする情報量を十分提供している

（質）情報の品質は学校を表す上では妥当か

（多面性・不偏性）複数の立場・視点から学校の日常

が多面的に記述されているか、記述に偏りはないか
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たり，ページレイアウ

ることも可能であるが，

ペレーションマニュアルを参考にしながら試

行錯誤することを勧めており，カスタマイズ

の程度に合わせた作業インタフェースが準備

されている．これらはあくまで一部の上級ユ
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調査が研修内容に含まれている．

ウェブサイトは一方向的な情報提供にな

りやすく，利用者側からの戻りの情報を得る

ことは重要である．特に学校ウェブサイトの

改築前と後では利用者動向や意識に変化が現

れるので，サイト構築にあわせてアンケート

調査を行うよう勧めている．
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